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評
の
射
程
は
自
ず
と
限
界
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
文
中
で
は

敬
称
を
略
し
た
。
こ
の
点
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

二
本
書
は
序
章
と
八
つ
の
章
お
よ
び
結
論
か
ら
な
る
。
各
章
は
三
部
構

成
で
、
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

序
章　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
地
域
統
合

　

１ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国

　

２ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
か
中
欧
か
研
究
史
の
整
理

　

３ 

本
書
の
視
角
と
構
成

　

第
Ⅰ
部　

地
域
統
合
の
理
念

第
一
章　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
思
想
の
登
場

　

１ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
思
想
の
背
景

　

２ 

「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
思
想
と
運
動

　

３ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
の
地
域
統
合

　

４ 
中
欧
志
向
の
地
域
統
合

第
二
章　

ド
イ
ツ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
」
理
念

　

１ 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
イ
レ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
論

北
村　

厚 
著

『
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
中
欧
か
ら
拡
大
す
る
道
―
』

西　
　
　

貴　

倫

書　
　

評

一
本
書
、『
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
』
は
ヴ
ァ
イ

マ
ル
共
和
国
期
に
展
開
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
と
、
ヴ
ァ
イ
マ

ル
共
和
国
の
外
交
戦
略
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

本
稿
の
内
容
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
簡
潔
に
要
約
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

特
徴
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
述
べ
、
あ
わ
せ
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を

付
す
こ
と
と
し
た
い
。

と
は
い
え
、
評
者
は
ド
イ
ツ
史
研
究
の
非
専
門
家
で
あ
る
た
め
本
書
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２ 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
」
運
動
の
展
開

　

３ 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
」
運
動
対
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
運
動

　

４ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
委
員
会
の
成
立

　

５ 
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
」
理
念

　

第
Ⅱ
部　

地
域
統
合
の
外
交
政
策

第
三
章　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
の
外
交
政
策

　

１ 

ド
イ
ツ
通
商
条
約
政
策
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
構
想

　

２ 

国
際
カ
ル
テ
ル
論
の
登
場

　

３ 

国
際
カ
ル
テ
ル
論
を
め
ぐ
る
英
仏
対
立
と
ド
イ
ツ

　

４ 

世
界
経
済
会
議
に
お
け
る
論
争
自
由
貿
易
か
国
際
カ
ル
テ
ル
か

第
四
章　

中
欧
志
向
の
外
交
政
策

　

１ 

ア
ン
シ
ュ
ル
ス
の
思
想

　

２ 

独
墺
「
同
一
化
」
政
策

　

３ 

リ
ー
ド
ル
の
「
最
恵
国
待
遇
の
例
外
」
論

　

４ 

独
墺
通
商
条
約
交
渉

　

第
Ⅲ
部　

独
墺
関
税
同
盟
計
画

第
五
章　

ブ
リ
ア
ン
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
計
画

　

１ 

ブ
リ
ア
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
計
画
の
登
場

　

２ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
の
反
応

　

３ 

ド
イ
ツ
政
府
の
反
応

第
六
章　

独
墺
関
税
同
盟
計
画
に
至
る
諸
構
想

　

１ 

独
墺
作
業
共
同
体
の
独
墺
関
税
同
盟
構
想

　

２ 

ウ
ィ
ー
ン
商
業
会
議
所
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
連
合
構
想

　

３ 

一
九
三
〇
年
二
月
の
独
墺
首
脳
会
談

第
七
章　

中
欧
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
展
望

　

１ 

独
墺
関
税
同
盟
計
画
の
経
済
的
展
望

　

２ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特
恵
関
税
体
制
の
構
想

　

３ 

ド
イ
ツ
経
済
界
の
中
欧
経
済
圏
構
想

　

４ 

中
欧
経
済
会
議
の
構
想

第
八
章　

独
墺
関
税
同
盟
計
画
の
挫
折

　

１ 

ウ
ィ
ー
ン
議
定
書
の
締
結

　

２ 

独
墺
関
税
同
盟
計
画
を
め
ぐ
る
国
際
的
論
争

　

３ 

独
墺
関
税
同
盟
計
画
の
挫
折

結
論　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
迂
回
す
る
道

あ
と
が
き

文
献
目
録

人
名
・
事
項
索
引

 

各
章
の
内
容
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

序
章
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
統
合
と
地
域
統
合
」
で
は
本
書
の
課
題
と
視
角

が
提
示
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
は
「
反
西
欧
的
な
精
神
」
を
抱

え
て
い
た
が
、
あ
る
時
期
―
グ
ス
タ
フ
・
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
が
外

交
を
主
導
し
た
時
代
―
に
は
対
仏
協
調
を
前
提
と
し
た
「
西
欧
的
な

政
策
」
が
と
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
当
時
盛
ん
に
議
論
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さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
諸
構
想
の
中
で
も
異
色
と
い
え
る
、
ヴ
ァ

イ
マ
ル
共
和
国
に
特
有
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
が
形
成
さ
れ
た
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
西
欧
と
の
抱
合
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
を
始
め
る
の
で
は
な
く
、
独
墺
関
税
同
盟
を
端
緒
と
し
、

ア
ン
シ
ュ
ル
ス
（
独
墺
合
邦
）
を
経
由
し
、
中
欧
経
済
圏
を
構
築
し
、

こ
れ
を
基
盤
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
と
至
る
構
想
、
で
あ
る
。
こ

の
構
想
に
つ
い
て
は
、
対
仏
協
調
の
要
素
を
評
価
す
る
か
、
中
欧
覇
権

の
含
意
を
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
研
究
史
上
の
対
立
が
存
在
し
て
き
た

と
さ
れ
る
。
対
し
て
、
著
者
は
両
者
を
二
者
択
一
的
な
要
素
と
断
じ
る

こ
と
な
く
、
ま
ず
中
欧
を
志
向
し
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
構
想
の
中

に
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
準
備
す
る
性
格
」
を
読
み
と
る
と
い
う
（
一

一
頁
）。
こ
う
し
た
仮
説
の
も
と
に
、
構
想
の
歴
史
的
背
景
お
よ
び
実
践

さ
れ
た
外
交
戦
略
と
の
関
係
、
特
に
一
九
三
一
年
の
独
墺
関
税
同
盟
計

画
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
書
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ

る
（
一
一
頁
）。
ま
た
、
そ
の
視
角
と
し
て
、
構
想
と
現
実
の
外
交
の
展

開
過
程
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
と
「
中
欧
志
向
」
と
い
う
二
つ
の
異
な

る
志
向
性
の
結
合
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
一
二
頁
）。

 

第
Ⅰ
部
「
地
域
統
合
の
理
念
」
で
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
お
け

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
の
理
念
が
検
討
さ
れ
る
。

第
一
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
思
想
」
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
没
落
」
に
対
す
る
危
機
意
識
の
中
か
ら
登
場
し
た
「
パ

ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論
」
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
受
容
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ヴ
ァ

イ
マ
ル
共
和
国
で
は
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
Ｎ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ

ル
ギ
の
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
論
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ン
ロ
ー
主

義
」
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
断
絶
が
危
惧
さ
れ
た
点
、
国
際
連
盟
を
通
じ
て

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
修
正
を
は
か
る
当
時
の
外
交
方
針
に
反
す
る
点
、

民
族
問
題
を
「
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
族
」
の
形
成
に
よ
っ
て
解
決
し

よ
う
と
す
る
点
な
ど
か
ら
敬
遠
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

の
統
合
構
想
そ
れ
自
体
は
様
々
な
立
場
の
外
交
構
想
に
組
み
込
ま
れ
た
。

そ
れ
ら
の
構
想
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
の
対
外
構
想
―
イ
ギ
リ
ス

を
含
め
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
」 

―
と
「
中
欧
志
向
」
の
対
外

構
想
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

第
二
章
「
ド
イ
ツ
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
』
理
念
」
で
は
、
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
イ
レ
を
中
心
と
し
た
地
域
統
合
運
動
で
あ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
協
調
」
運
動
の
分
析
を
通
じ
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
お
け
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
と
「
中
欧
志
向
」
の
結
合
の
様
態
、
お
よ
び
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
理
念
（
本
書
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
」
理
念
）
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
理
念
の
も
と
で
は
、
超
民
族
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ



九大法学110号（2015年） 　62

パ
志
向
と
民
族
的
な
中
欧
志
向
の
地
域
統
合
が
「
関
税
同
盟
の
段
階
的

拡
大
と
民
族
自
決
原
則
の
論
理
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
」（
一

〇
二
頁
）
と
す
る
。

 

第
Ⅱ
部
「
地
域
統
合
の
外
交
政
策
」
で
は
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
時

代
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
外
交
政
策
が
、
地
域
統
合
の
諸
構
想
と
の

連
関
に
着
目
し
つ
つ
、
検
討
さ
れ
る
。

第
三
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
の
外
交
政
策
」
で
は
、
一
九
二
七
年
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
世
界
経
済
会
議
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
自
由
貿
易
論
に

基
づ
く
段
階
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
構
想
の
特
徴
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

主
唱
し
た
国
際
カ
ル
テ
ル
論
と
の
対
比
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

そ
の
対
比
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
の
構
想
は
、
フ
ラ
ン

ス
と
の
協
調
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
を
除
外
し
な
い
点
が
特

徴
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。

第
四
章
「
中
欧
志
向
の
外
交
政
策
」
で
は
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
運
動
の
特
徴
と
政
策
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
独
墺
の
ア
ン
シ
ュ

ル
ス
運
動
は
、
中
欧
経
済
圏
の
設
立
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
も
射
程
に
お
さ
め
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
構
想

が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
外
交
政
策
に
も
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

帝
国
主
義
の
政
策
目
標
が
、
平
和
的
で
国
際
協
調
的
な
方
法
に
よ
っ
て

追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

 

第
Ⅲ
部
「
独
墺
関
税
同
盟
計
画
」
で
は
、
一
九
三
一
年
の
独
墺
関
税

同
盟
計
画
の
形
成
と
発
展
が
分
析
さ
れ
る
。

第
五
章
「
ブ
リ
ア
ン
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
』
計
画
」
で
は
、
一
九

二
九
年
に
提
示
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
外
相
ア
リ
ス
テ
ィ
ー
ド
・
ブ
リ
ア
ン

に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
構
想
に
対
す
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
政

府
の
反
応
が
分
析
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
政
府
は
シ
ュ
ト
レ
ー

ゼ
マ
ン
以
来
の
「
諸
民
族
連
合
」
と
し
て
の
経
済
統
合
路
線
を
継
続
し

て
お
り
、
こ
の
路
線
と
の
対
立
か
ら
ブ
リ
ア
ン
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
国

境
線
を
前
提
と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
構
想
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

合
の
必
要
性
」
以
外
の
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
（
二
五
〇
頁
）。

第
六
章
「
独
墺
関
税
同
盟
計
画
に
至
る
諸
構
想
」
で
は
、
ド
イ
ツ
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
諸
団
体
の
手
に
な
る
地
域
統
合
構
想
が
、
一
九
三
〇

年
二
月
の
独
墺
首
脳
会
議
に
お
い
て
独
墺
関
税
同
盟
に
結
実
す
る
過
程

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
独
墺
関
税
同
盟
構
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
邦
」
構
想
に
対
す
る
対
抗
案
と
し
て
の
性
質
を
と
も
な
っ
て
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い
た
。
ま
た
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
政
府
の
企
図
と
し
て
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
」
を
最
終
目
的
に
掲
げ
る
こ
と
は
、
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
に
対
す
る
批

判
を
か
わ
す
た
め
の
「
隠
れ
蓑
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
側
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
（
二
七
二
頁
）。

第
七
章
「
中
欧
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
展
望
」
で
は
、
こ
の
時
期
（
世

界
恐
慌
後
）
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
「
中
欧
志
向
」
の
諸
構
想
が
検

討
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
世
界
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
不
可
避
的
傾
向

と
み
な
し
た
上
で
、
中
欧
経
済
圏
に
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
構
想
だ
け
で

な
く
、
中
欧
関
税
同
盟
の
成
立
は
西
欧
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
参
加
を
促
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
に
向
け
た
「
自
然
な
発
展
の
道
」
を
指
し
示
す

と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
を
含
ん
だ
構
想
の
存
在
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
段
階
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
を
目
指
す
構
想

は
一
九
二
九
年
に
急
死
し
た
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
の
構
想
の
連
続
線
上

に
あ
っ
て
、
独
仏
協
調
を
基
調
と
し
、「
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
反
対
を
想

定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
承
認
の
下
に
推
進
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」（
二
九
四
頁
）
と
す
る
。

第
八
章
「
独
墺
関
税
同
盟
計
画
の
挫
折
」
で
は
、「
中
欧
志
向
」
と

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
を
同
時
に
備
え
て
構
想
さ
れ
た
、
独
墺
税
同
盟
計

画
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
強
力
な
反
対
に
よ
っ
て
挫
折
す
る
過
程
が
描
か
れ

る
。
国
際
連
盟
主
導
の
世
界
的
な
関
税
協
定
が
頓
挫
す
る
中
で
、
地
域

的
な
中
欧
の
関
税
同
盟
の
試
み
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
建
の
必
要
か
ら
フ
ラ

ン
ス
も
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
観
測
の
も
と
、
独
墺
関
税
同
盟
計

画
は
推
進
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
猛
烈

な
反
発
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
ハ
ー
グ
の
国
際
法
廷

が
計
画
中
の
関
税
同
盟
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
一
議
定
書
に
違
反
す
る
と
判

決
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
中
欧
を
端
緒
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

の
試
み
は
挫
折
し
た
と
す
る
。

 

結
論
で
は
、
本
書
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和

国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
が
も
っ
た
、
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
外
交
史
に

お
け
る
意
義
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
は
「
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
か
ら
中
欧
、
そ
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
と
統
合
範
囲
を
段
階
的
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
三
二
二
頁
）
で
、「
中
欧
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
迂
回
す
る
」

と
い
う
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
と
い
う
試
行
錯
誤
の
時
代
に
特
有
の
歴
史
的

性
質
」
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
（
三
二
五
頁
）。
そ
れ
は
初
期
段

階
に
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
と
中
欧
地
域
の
統
合
を
含
む
点
で
第
一
次
世
界
大

戦
中
の
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
中
欧
論
と
連
続
し
て
い
た
が
、
最
終
目
標

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
掲
げ
て
い
る
点
で
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の

実
際
の
外
交
戦
略
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
調
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
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同
時
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
体
制
の
漸
進
的
修
正
を
目
指
す
も
の
で
、

潜
在
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
唱
道
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
構
想
と
対

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
対
立
は
、
独
墺
関
税
同
盟
計
画
が

実
行
に
移
さ
れ
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
猛
烈
な
反
発
と
い
う
形
で
顕
在

化
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
を
挫
折
せ
し
め

た
と
い
う
。

三
評
者
な
り
に
特
徴
を
整
理
す
れ
ば
、
本
書
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
構
想
あ
る
い
は
統
合
戦
略
の
歴
史
に
つ
い
て
の
貴
重
な
研

究
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
近
年
、「
多
種
多
様
な
統
合
史
の
系
譜
が
明

ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
る
」
が
、「
ド
イ
ツ
史
の
視
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の

は
圧
倒
的
に
少
な
い
」
と
い
う
（
二
頁
）。

本
書
は
、
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
や
中
欧
経
済
圏
と
い
っ
た
（
本
書
の
言
葉

に
従
え
ば
）「
中
欧
志
向
」
の
地
域
統
合
構
想
が
、
同
時
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
志
向
」
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
で
あ
っ
た
と
す
る
。
従
来
こ

れ
ら
の
志
向
性
は
一
所
に
同
居
不
能
な
二
者
択
一
的
な
も
の
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
本
書
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国

期
に
展
開
さ
れ
た
地
域
統
合
論
に
新
た
な
解
釈
の
光
を
あ
て
た
と
い
え

よ
う
。

あ
わ
せ
て
「
中
欧
志
向
」
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
再
定
位
が
行
わ

れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
先
行
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ペ
ー

タ
ー
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、「
中
欧
志
向
」
の
諸
構
想
を
客
観
的
な
実
現

可
能
性
の
観
点
か
ら
批
判
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
お
い
て
遂
行
さ

れ
て
い
た
優
先
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
で
あ
っ
た

と
主
張
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
要
約
が
正
当
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
な
り
の
展
望
を
持
っ
て
中
欧
構
想
（
し
か
も
そ
の
構
想
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
志
向
」
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
）
を
実
際
の
外
交
構
想
に
反
映

さ
せ
て
い
た
と
す
る
本
書
の
主
張
の
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、

日
独
の
研
究
史
に
お
け
る
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
に
も

な
ろ
う
。

 

こ
の
よ
う
に
本
書
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
記
述
を
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
機
会
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
点
で
著
者
の
ご
高
見
を
う
か

が
い
た
く
思
う
。

 
ま
ず
分
析
視
角
に
つ
い
て
で
あ
る
。（
主
に
一
一－

一
二
頁
）。
本
書

は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
外
交
を
「
中
欧
志
向
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志

向
」
で
説
明
す
る
。
し
か
し
、
中
欧
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
向
か
う
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構
想
で
あ
れ
ば
「
中
欧
志
向
」
も
あ
る
意
味
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」

と
い
え
そ
う
で
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
調
＝
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」

と
す
る
の
は
す
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
の
構
想
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
欧
を
経
由
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」
が
一
段
落

し
、
統
合
自
体
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
書
が
そ
の
分
析
視
角
の
設
定
に
お
い
て
示
唆
を
得
た
と

す
る
先
行
研
究
（
Ｈ
・
Ａ
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
、
工
藤
章
）
と
の
相
違
に

つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
、
ド
イ
ツ
の
対
外
発
展
及
び
そ
の
構
想
を
「
西

方
志
向
」
と
「
東
方
志
向
」
の
対
抗
か
ら
見
る
先
行
研
究
に
拠
っ
て
、

こ
れ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
地
域
統
合
論
に
も
「
当
て
は
ま
る
」
と

す
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ
の
「
西
欧
志
向
」
に
は
（
イ

ギ
リ
ス
、
潜
在
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
）
覇
権
へ
の
追
随
が
、「
中
欧
志

向
」
に
は
覇
権
へ
の
対
抗
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
当
は

こ
う
し
た
一
対
一
の
対
応
関
係
を
「
志
向
」
に
読
み
こ
ん
で
は
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
評
者
の
混
乱
を
正
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
外
交
戦
略
の
評
価
に
つ
い
て
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
が
「
隠
れ
蓑
」
に
過
ぎ
な
い

可
能
性
は
、
拭
い
去
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
上

述
の
通
り
）
本
書
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
外
交
戦
略
に
お
け
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
は
「
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
反
対
を
想
定
し
た
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
承
認
の
下
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
ら
れ
て
い
た
」（
二
九
四
頁
）
と
す
る
。
し
か
し
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ

ン
時
代
の
外
交
戦
略
に
は
、
あ
る
い
は
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
個
人
の
意

志
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
が
「
隠
れ
蓑
」
以
上
の
も
の
と
し
て
存

在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
九
三
〇
年
以
降
、
少
な
く
と
も
独
墺

関
税
同
盟
計
画
の
段
階
で
は
ど
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
協
力
が
な
け
れ
ば

計
画
実
現
あ
や
う
し
と
の
現
実
認
識
か
ら
、
い
っ
そ
う
周
到
に
「
隠
れ

蓑
」
が
準
備
さ
れ
た
と
の
見
解
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
評
者
が
本
書
に
お
け
る
「
構
想
」
の
意
味
を
と
り
ち
が
え
て
い
る
た

め
に
生
じ
た
疑
問
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
る
の
だ
が
。

四
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
地
域
統
合
構
想
を

包
括
的
に
扱
っ
た
近
年
で
は
貴
重
な
政
治
・
外
交
史
の
研
究
で
あ
る
。

無
論
、
本
評
の
コ
メ
ン
ト
も
本
書
の
意
義
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
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評
者
の
見
当
違
い
や
曲
解
に
つ
い
て
は
寛
恕
を
請
う
も
の
で
あ
る
。

（
Ｍ
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Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
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西
洋
史
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イ
ブ
ラ
リ
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99
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
四

月
刊
、
三
六
八
頁
、
六
〇
〇
〇
円
＋
税
）


